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中
東
の
小
国
カ
タ
ル
は
、
国
家
規
模

と
は
対
照
的
に
世
界
的
な
資
源
大
国
と

し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
原
油
も
埋
蔵
・

生
産
し
て
い
る
が
、
と
く
に
天
然
ガ
ス

の
埋
蔵
量
は
世
界
第
三
位
の
二
四
・
五

兆
立
法
メ
ー
ト
ル
を
誇
っ
て
い
る
。
日

本
も
、
年
間
二
〇
〇
億
立
方
メ
ー
ト
ル

の
液
化
天
然
ガ
ス
（
Ｌ
Ｎ
Ｇ
）
を
カ
タ

ル
か
ら
輸
入
し
て
お
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
通
じ
た
両
国
間
関
係
は
深
い
（
Ｂ
Ｐ

統
計
二
〇
一
六
年
）。

　

二
〇
一
六
年
は
カ
タ
ル
に
と
っ
て
節

目
の
年
で
あ
っ
た
。
二
〇
年
前
の
一
九

九
六
年
に
、
カ
タ
ル
は
Ｌ
Ｎ
Ｇ
輸
出
を

開
始
し
、
天
然
ガ
ス
大
国
へ
の
道
を
歩

み
始
め
た
の
で
あ
る
。
今
日
、
莫
大
な

資
源
収
入
は
国
家
経
済
・
財
政
を
大
い

に
潤
わ
せ
て
お
り
、
一
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ

Ｐ
は
七
万
六
〇
〇
〇
ド
ル
（
二
〇
一
五

年
、
実
質
）
を
超
え
て
い
る
。
ま
た
一

〇
年
前
の
二
〇
〇
六
年
に
は
、
ド
ー
ハ

で
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
第
一
五
回
ア

ジ
ア
競
技
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ

以
降
、
ド
ー
ハ
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ

ー
ツ
国
際
大
会
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、

二
〇
二
二
年
に
は
サ
ッ
カ
ー
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
（
Ｗ
杯
）
が
開
催
さ

れ
る
予
定
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
カ
タ
ル
は
過
去
二
〇

年
の
あ
い
だ
に
国
家
と
し
て
飛
躍
的
な

発
展
を
遂
げ
、
国
際
的
な
知
名
度
も
高

ま
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
カ
タ
ル
の

若
き
指
導
者
で
あ
る
タ
ミ
ー
ム
・
ビ
ン
・

ハ
マ
ド
・
ア
ー
ル
・
サ
ー
ニ
ー
首
長
（
三

六
歳
）
は
同
国
の
将
来
に
危
機
感
を
覚

え
て
い
る
の
で
あ
る
。

●�

油
価
低
迷
の
影
響
を
受
け
る
カ

タ
ル
財
政

　

二
〇
一
四
年
夏
以
降
、
国
際
的
な
原

油
市
場
が
大
き
く
変
動
し
た
。
シ
ェ
ー

ル
・
オ
イ
ル
な
ど
非
在
来
型
資
源
の
開

発
が
北
米
で
進
み
、
世
界
的
に
原
油
が

供
給
過
剰
状
態
と
な
り
、
油
価
が
大
幅

に
下
落
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
カ
タ

ル
の
場
合
、
主
要
な
輸
出
先
で
あ
る
ア

ジ
ア
向
け
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
価
格
は
原
油
価
格

と
リ
ン
ク
し
て
い
る
た
め
、
油
価
の
低

迷
は
同
時
に
Ｌ
Ｎ
Ｇ
価
格
の
低
迷
に
つ

な
が
っ
た
の
で
あ
る
。
カ
タ
ル
に
と
っ

て
は
、
原
油
価
格
と
ガ
ス
価
格
の
低
迷

と
い
う
「
ダ
ブ
ル
・
パ
ン
チ
」
を
食
ら

う
格
好
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

多
く
の
産
油
国
が
油
価
低
迷
に
苦
し

む
な
か
、
資
源
収
入
に
頼
る
カ
タ
ル
も

苦
し
い
財
政
状
態
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

二
〇
一
六
年
度
の
国
家
財
政
は
、
一
五

年
ぶ
り
に
赤
字
と
な
っ
た
。
財
政
赤
字

に
つ
い
て
は
、
債
券
の
発
行
や
在
外
資

産
の
処
分
を
通
じ
て
補
て
ん
し
て
い
る
。

ま
た
歳
出
削
減
に
も
努
め
て
お
り
、
二

〇
一
六
年
に
は
ガ
ソ
リ
ン
や
デ
ィ
ー
ゼ

ル
価
格
を
引
き
上
げ
た
。
ま
た
政
府
機

関
や
国
営
企
業
の
従
業
員
の
解
雇
が
行

わ
れ
た
り
、
大
型
の
石
油
化
学
プ
ラ
ン

ト
の
建
設
計
画
も
中
止
さ
れ
た
。
将
来

堀
拔 

功
二

カ
タ
ル

―
天
然
ガ
ス
大
国
の
危
機
感
―

に
わ
た
り
油
価
が
持
ち
直
す
保
証
は
な

く
、
ま
た
天
然
ガ
ス
に
し
て
も
北
米
の

シ
ェ
ー
ル
・
ガ
ス
や
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ

カ
各
地
で
の
新
規
ガ
ス
田
の
開
発
が
進

ん
で
お
り
、
競
争
が
激
し
く
な
る
だ
ろ

う
。
そ
の
た
め
、
主
要
な
Ｌ
Ｎ
Ｇ
生
産

国
と
し
て
の
カ
タ
ル
の
地
位
は
い
つ
ま

で
も
安
泰
で
は
な
い
の
だ
。

●�

首
長
の
危
機
感

　

カ
タ
ル
の
将
来
に
も
っ
と
も
強
い
危

機
感
を
覚
え
て
い
る
の
は
、
も
し
か
す

る
と
タ
ミ
ー
ム
首
長
な
の
か
も
し
れ
な

い
。
タ
ミ
ー
ム
首
長
は
三
三
歳
の
時
に

父
親
か
ら
首
長
位
を
継
承
し
た
。
そ
れ

以
降
、
不
安
定
な
中
東
情
勢
や
近
隣
諸

国
と
の
外
交
関
係
な
ど
、
い
く
つ
も
の

難
題
に
直
面
し
て
き
た
が
、
何
と
か
乗

り
越
え
て
き
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
長
引
く
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
油
価
の
低
迷
と
財
政
難
は
、
タ
ミ

ー
ム
首
長
に
と
っ
て
新
た
な
問
題
と
な

っ
た
。
二
〇
一
五
年
に
は
諮
問
評
議
会

の
演
説
で
、
高
油
価
時
代
の
否
定
的
な

側
面
に
つ
い
て
指
摘
し
た
。
そ
こ
で
は
、

豊
か
な
財
政
状
況
が
か
え
っ
て
ム
ダ
な

支
出
を
増
や
し
、
説
明
責
任
の
欠
如
を

生
み
出
し
た
と
し
た
。
さ
ら
に
、
人
々

の
国
家
へ
の
依
存
を
強
め
、
個
々
人
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
下
げ
て
い
る
と
い

う
問
題
点
を
明
確
に
訴
え
た
の
で
あ
る
。
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ま
た
同
じ
く
二
〇
一
六
年
の
諮
問
評

議
会
の
演
説
で
は
、
油
価
下
落
の
機
会

を
利
用
し
て
歳
出
を
合
理
化
し
た
り
、

必
要
な
も
の
と
不
必
要
な
も
の
、
利
益

の
出
る
も
の
と
出
な
い
も
の
を
選
り
分

け
る
べ
き
だ
と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

国
民
に
対
し
て
は
勤
労
の
義
務
や
国
家

へ
の
献
身
の
重
要
性
を
強
調
し
た
。

　

タ
ミ
ー
ム
首
長
は
二
〇
一
三
年
の
就

任
以
来
、
行
政
府
の
統
廃
合
を
進
め
て

き
て
お
り
、
閣
僚
や
政
府
高
官
の
若
返

り
も
進
め
て
い
る
。
こ
れ
は
、
国
家
の

成
長
戦
略
で
あ
る
「
カ
タ
ル
・
ヴ
ィ
ジ

ョ
ン
二
〇
三
〇
」
の
実
現
を
目
指
す
取

り
組
み
の
一
環
で
あ
る
と
い
え
る
。
二

〇
〇
八
年
に
発
表
さ
れ
た
カ
タ
ル
・
ヴ

ィ
ジ
ョ
ン
二
〇
三
〇
は
、
タ
ミ
ー
ム
首

長
が
皇
太
子
時
代
に
策
定
さ
れ
た
も
の

で
あ
り
、
人
材
開
発
、
社
会
開
発
、
経

済
開
発
、
そ
し
て
環
境
開
発
の
四
つ
の

柱
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ヴ
ィ

ジ
ョ
ン
の
念
頭
に
あ
る
の
は
、
資
源
の

有
効
な
利
用
で
あ
り
、
次
世
代
を
見
据

え
た
投
資
に
よ
る
国
家
の
発
展
で
あ
る
。

　

タ
ミ
ー
ム
首
長
は
湾
岸
諸
国
で
最
年

少
の
指
導
者
で
あ
り
、
同
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン

が
完
了
す
る
二
〇
三
〇
年
に
は
五
〇
歳

を
迎
え
る
。
彼
に
と
っ
て
二
〇
三
〇
年

は
通
過
点
で
あ
り
、
さ
ら
に
長
期
的
な

視
点
で
国
づ
く
り
を
考
え
る
必
要
が
あ

る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
よ
う
な
危
機
感

を
早
々
に
国
民
に
訴
え
た
と
い
え
る
。

●�

社
会
問
題
化
す
る
浪
費
と
個
人

債
務

　

し
か
し
な
が
ら
、「
国
家
は
国
民
に

す
べ
て
を
与
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
」

と
す
る
タ
ミ
ー
ム
首
長
の
考
え
は
、
現

時
点
で
国
民
と
広
く
共
有
さ
れ
て
い
る

と
は
言
い
難
い
。
ま
た
、
国
民
の
政
府

に
対
す
る
依
存
的
な
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
を

変
え
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
の
だ
。

　

カ
タ
ル
は
二
〇
一
八
年
か
ら
付
加
価

値
税
（
Ｖ
Ａ
Ｔ
）
を
導
入
す
る
予
定
で

あ
り
、
さ
ら
に
は
段
階
的
に
電
気
や
水

道
料
金
に
対
す
る
補
助
金
の
削
減
も
行

わ
れ
る
と
み
ら
れ
て
い
る
。
政
府
と
し

て
は
油
価
の
低
い
時
期
に
財
政
改
革
を

行
い
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
国
民
の

補
助
金
改
革
に
対
す
る
反
応
は
批
判
的

で
あ
る
。
二
〇
一
六
年
に
カ
タ
ル
大
学

社
会
経
済
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー
（
Ｓ
Ｅ

Ｓ
Ｒ
Ｉ
）
が
実
施
し
た
世
論
調
査
に
よ

る
と
、
カ
タ
ル
国
民
は
無
償
教
育
、
無

償
医
療
、
無
料
の
電
気
・
水
道
料
金
、

政
府
機
関
で
の
雇
用
の
確
保
を
重
視
し

て
お
り
、
そ
の
優
先
順
位
は
非
課
税
に

比
べ
て
も
高
い
こ
と
を
示
す
調
査
結
果

が
出
た
。
つ
ま
り
、
た
と
え
新
規
税
制

が
導
入
さ
れ
よ
う
と
も
、
既
存
の
社
会

福
祉
制
度
が
変
更
さ
れ
る
こ
と
に
抵
抗

感
が
あ
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
最
近
で
は
個
人
債
務
の
問
題

が
社
会
問
題
と
し
て
浮
か
び
上
が
っ
て

き
て
い
る
。
開
発
計
画
統
計
省
の
報
告

書
（
二
〇
一
一
年
）
に
よ
る
と
、
カ
タ

ル
国
民
世
帯
の
七
五
％
は
負
債
を
抱
え

て
お
り
、そ
の
多
く
は
二
五
万
カ
タ
ル
・

リ
ヤ
ー
ル
（
約
七
五
〇
万
円
）
以
上
に

上
る
と
い
う
。
ま
た
同
省
の
調
査
（
二

〇
一
五
年
）
に
よ
る
と
、
年
収
一
五
万

三
〇
九
五
カ
タ
ル
・
リ
ヤ
ー
ル
（
約
四

五
九
万
円
）
以
下
の
「
相
対
的
貧
困
」

に
分
類
さ
れ
る
カ
タ
ル
国
民
世
帯
の
う

ち
、
実
に
四
四
・
五
％
は
収
入
よ
り
支

出
が
多
く
、
貯
蓄
が
な
い
こ
と
が
示
さ

れ
て
い
る
。
高
油
価
時
代
の
物
価
の
高

騰
や
、
行
き
過
ぎ
た
消
費
主
義
の
蔓
延

が
家
計
を
圧
迫
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う

な
個
人
債
務
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
の

だ
。

　

い
ず
れ
の
調
査
結
果
も
、
外
か
ら
は

み
え
な
い
カ
タ
ル
国
民
社
会
の
一
端
を

映
し
出
し
て
お
り
、
豊
か
な
国
と
み
な

さ
れ
て
い
る
カ
タ
ル
も
実
は
多
く
の
問

題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い

る
。
む
ろ
ん
、
カ
タ
ル
は
他
の
中
東
諸

国
に
比
べ
て
も
は
る
か
に
財
政
的
な
安

定
性
は
高
く
、
国
民
人
口
も
少
な
い
た

め
、
現
在
の
財
政
問
題
や
個
人
債
務
の

問
題
が
直
ち
に
国
家
を
破
産
へ
追
い
込

む
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、

油
価
変
動
に
よ
っ
て
浮
き
彫
り
に
さ
れ

た
諸
問
題
は
、
カ
タ
ル
が
将
来
に
む
か

っ
て
歩
む
道
の
岐
路
に
立
っ
て
い
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
。

（
ほ
り
ぬ
き　

こ
う
じ
／
日
本
エ
ネ
ル

ギ
ー
経
済
研
究
所　

中
東
研
究
セ
ン
タ

ー
研
究
員
）
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